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エルトゥールル号殉難将士の追悼と
日本トルコのさらなる友好を願って
エルトゥールル号殉難将士の追悼と
日本トルコのさらなる友好を願って

－ 6 月 2 日から 4日、日本トルコ友好 125 周年事業を開催 －



　
見
事
な
五
月
晴
れ
と
な
っ
た
５
月
17

日
、
古
座
川
の
景
観
を
楽
し
み
な
が
ら
、

カ
ヌ
ー
で
川
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う

古
座
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
（
串

本
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か

ら
約
80
名
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
実
行
委
員
会
会
長
の

宇
井
晋
介
さ
ん
が
「
素
晴
ら
し
い
天
気

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
怪
我
の
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。

　
参
加
者
は
、
新
緑
が
美
し
い
雄
大
な

自
然
を
感
じ
な
が
ら
、
古
座
川
の
一
枚

岩
か
ら
ぼ
た
ん
荘
前
ま
で
約
13
㎞
の
行

程
を
約
５
時
間
か
け
て
清
掃
活
動
を
行

い
な
が
ら
下
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
カ
ヌ
ー
に
初
め

て
乗
る
方
も
い
ま
し
た
が
、
イ
ン
ス
ト

古
座
川
ク
リ
ー
ン

　
　
　 ア
ッ
プ
大
作
戦

今
年
で
15
回
目
を
迎
え
た

清
流
の
清
掃
活
動

ラ
ク
タ
ー
が
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
し
、

同
伴
で
下
る
た
め
、
安
心
し
て
参
加
し

て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
疲
れ
ま
し
た
が
、

天
気
も
良
く
、
カ
ヌ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
清
掃
活
動
が
で
き
ま
し
た
。」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
川
沿
い
に
は
ト
タ
ン
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
が
落
ち
て
お
り
、
今
回
の

清
掃
活
動
で
、
軽
ダ
ン
プ
２
台
分
の
ゴ

ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

①さまざまな色のカヌーが古座川を彩りま
した。②水しぶきを受けながら進む参加者。
③出発前に全員で記念撮影。④拾ったゴミ
を集める参加者。⑤昼食では、養殖マグロ
のカマ焼きやジビエが振る舞われました。

1

2

3

45
開会式では、国体を周知するため、
きいちゃんも応援に駆けつけました。
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各
分
野
の
発
展
に
尽
力

須す

か賀
節せ

つ
お夫

さ
ん
、
矢や

ぐ
ら倉

甚じ
ん
べ
え

兵
衞
さ
ん
、
神じ

ん
ぼ保

圭け
い
し志

さ
ん

　
　
　
　
　
　 平
成
27
年
和
歌
山
県
知
事
表
彰
を
受
章

　
５
月
25
日
、
平
成
27
年
和
歌
山
県
知

事
表
彰
の
表
彰
式
が
和
歌
山
市
内
で
行

わ
れ
、
串
本
町
か
ら
須
賀
節
夫
さ
ん
、

矢
倉
甚
兵
衞
さ
ん
、
神
保
圭
志
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
産
業
振
興
】
須
賀
節
夫
さ
ん
（
67
歳
）

　
串
本
町
商
工
会
会
長
と
し
て
会
員
の

経
営
安
定
化
に
努
め
、
地
域
経
済
の
活

性
化
策
等
の
提
案
を
行
う
な
ど
地
域
経

済
の
発
展
に
尽
力
。
ま
た
、
教
育
旅
行

誘
致
や
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
串
本
会
の
設

立
な
ど
地
域
産
業
の
振
興
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

【
文
化
振
興
】矢
倉
甚
兵
衞
さ
ん（
71
歳
）

　
元
和
歌
山
県
名
匠
表
彰
選
考
委
員
長

と
し
て
伝
統
的
技
術
に
功
績
の
あ
る

方
々
の
顕
彰
に
貢
献
。
ま
た
、
串
本
応

挙
芦
雪
館
役
員
と
し
て
地
元
の
貴
重
な

文
化
財
の
紹
介
と
紀
南
の
外
国
船
に
関

す
る
史
実
の
発
信
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

【
地
域
お
こ
し
】神
保
圭
志
さ
ん（
62
歳
）

　
古
座
川
流
域
の
観
光
振
興
に
尽
力
す

る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
４
月
に
「
南

紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
」
会

長
に
就
任
。
地
元
へ
の
誘
客
や
ガ
イ
ド

の
育
成
な
ど
、
地
域
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
紀
伊
大
島
で
寺
子
屋
を
開
き
子
弟
の

教
育
や
樫
野
埼
灯
台
の
建
設
に
尽
力
さ

れ
た
木
野
仲
輔
氏
に
関
す
る
文
書
な
ど

が
大
島
小
学
校
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
品
は
、
仲
輔
氏
の
ひ
孫

で
あ
る
大
輔
さ
ん
か
ら
同
氏
と
関
係
が

深
い
串
本
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
島
小
学
校
の
玄
関
ホ
ー
ル
に
展
示

用
の
ブ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
て
お
り
、
大

島
小
学
校
が
開
校
し
て
い
る
時
間
は
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

先
人
の
功
績
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
欲
し
い

大
島
小
学
校
で
木き

の野
仲な

か
す
け輔

氏
ゆ
か
り
の
品
を
展
示

右
か
ら
須
賀
節
夫
さ
ん
、
矢
倉
甚
兵
衞
さ
ん
、

神
保
圭
志
さ
ん
（
表
彰
式
会
場
に
て
）

仲輔氏のひ孫の大輔さん。

　
大
輔
さ
ん
は
「
仲
輔
の
功
績
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
、

ゆ
か
り
の
あ
る
串
本
町
に
寄
贈
い
た
し

ま
し
た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
１
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

と
し
て
、
産
業
課
に
配
属
さ
れ
た
鈴
木

莉
紗
さ
ん
の
任
命
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
串
本
町
初
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

な
っ
た
鈴
木
さ
ん
。
大
学
時
代
、
当
町

出
身
者
と
仲
良
く
な
り
、
何
度
か
当
町

を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

協
力
隊
に
志
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
「
串
本
の
魅
力
を
広
め

る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。」
と
意
気
込

み
を
話
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
任
命

神
奈
川
県
出
身
の
鈴す

ず
き木

莉り

さ紗
さ
ん
に
任
命
書
を
交
付田嶋町長から任命書を受け取る鈴木さん。
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 News
　総務課からのお知らせ

　串本町では、次のとおり平成２７年度職員採用試験を実施します。
　詳しくは役場総務課までお問い合わせください。

串本町職員採用試験のご案内

◇試験日時
　第一次試験　平成２７年９月２０日（日）
　第二次試験　未定　（平成２７年１０月中旬以降に実施予定）　
　※試験会場は、受験申込者にお知らせします。
◇受付期間
　平成２７年７月３１日（金）～平成２７年８月１７日（月）
　午前８時３０分～午後５時まで　※土曜日、日曜日を除く。
◇提出書類
（１）受験申込書（町指定用紙）
　※受験申込書は、串本町役場総務課（本庁舎内）で配布します。また、串本町ホームページから
　　ダウンロードできます。
（２）返信用封筒（長形３号の封筒に住所および氏名を記入し、８２円切手を貼付してください。）
◇提出方法
　必要書類を整え、串本町役場総務課へ直接提出してください。
　郵送の場合は必ず特定記録郵便または簡易書留で郵送することとし、封筒の表に「職員採用試験
申込」と朱書きし、「〒６４９ｰ３５９２　和歌山県東牟婁郡串本町串本１８００番地　串本町役場
総務課」宛に郵送してください。受付期間最終日の消印有効とします。
◇採用
　平成２８年４月１日
◇お問い合わせ先　
　串本町役場総務課　℡０７３５－６２－０５５５

職種 採用人数 受験資格

一般事務職 ５名程度 昭和６０年４月２日以降に生まれた人

保育士・幼稚園教諭 1名程度
昭和６０年４月２日以降に生まれた人で、保育士資格と幼
稚園教諭免許の両方を有する人または平成２８年３月３１
日までに両方の資格、免許を有する見込みの人。

消防職 ４名程度

昭和６２年４月２日以降に生まれた人（救急救命士免許を
有する人は昭和６０年４月２日以降に生まれた人）で、次
の要件を全て満たす人
ア　色覚、聴力、言語および運動機能等に支障がない人
イ　視力（矯正視力を含む）が両眼で０．７以上、かつ、
　　一眼でそれぞれ０．３以上である人
ウ　在職中、串本町内または古座川町内に居住できる人

◇募集職種および受験資格
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 News
　建設課（地籍グループ）からのお知らせ

地籍調査事業の実施について
　平成２７年度地籍調査（現地調査）を下記の地区において実施します。
　地区の選定については、近畿自動車道紀勢線すさみ串本道路の想定ルートに沿った小字単位を主
にした地区と継続地区になります。

平成２７年度の現地調査実施地区

平成27年度地籍調査実施地区

地籍調査完了地区

江田地区
高富地区 二色地区

鬮野川地区

伊串地区

◇近畿自動車道ルートの関係地区
（二色地区）
　字　宮ノ谷・寺前・西ノ地・大嶋・尾鼻
（高富地区）
　字　東山・寺前・新畑ウイ・西ノ本
（江田地区）
　字　柿木田・向畑・汐入・宮田・加利畑・
　　　西畑・庄司前・中平見・鍋屋平見・南畑
◇継続地区
（鬮野川地区）
　字　大谷
（伊串地区）
　字　池ノ谷の一部・鳥居鼻
◇事業の目的および主旨等
○地籍調査を実施することにより、土地の筆界
　が明確となり、土地トラブルの防止、土地取　
　引の円滑化に役立ちます。また、地震災害時
　の津波浸水区域の復旧を円滑に進めることが
　出来るなど、個人の土地財産を保全します。
○一筆の土地毎の、所有者・地番・地目・筆界

　を確認することが目的
　であり、境界を新たに
　決める作業ではありま
　せん。
○近畿自動車道紀勢線す
　さみ串本道路の事業化
　に伴う用地事務の効率
　化に寄与します。
◇現地調査の実施時期
○平成２７年９月～１２月（予定）
　※各地区により前後する可能性があります。
◇事業実施通知・現地立会通知の送付先について
○法務局備え付けの土地登記簿へ記載された名
　義人へ通知します。
○名義人の方がお亡なりになっている場合は、
　相続人（権利者）全員へ通知しますので、ご
　協力よろしくお願いいたします。
◇お問い合わせ先  　
　建設課地籍グループ　
　℡０７３５－６７－７０２０
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 News
　住民課（環境グループ）からのお知らせ

オオキンケイギクは特定外来生物です
　オオキンケイギクは、毎年５月から７月にか
けてオレンジがかった黄色の花を咲かせる植物
で町内でも確認されています。繁殖力が強く生
態系に悪影響を与えるおそれがあるとして、特
定外来生物に指定されています。
　特定外来生物は、栽培・譲渡・販売・輸出入・
運搬などを許可無く行うことが禁止されていま

す。きれいな花だからといって持ち帰ったり、
栽培したりしないでください。
　処分する場合は、根から引き抜いたものを可
燃ごみ袋に入れて燃えるごみの日に出してくだ
さい。
※詳細は、環境省ＨＰをご確認ください
【HPアドレス】www.env.go.jp/nature/intro

　警察署からのお知らせ

警察官を募集します！！
　和歌山県警察では、平成２７年度警察官採用試験の受験者を募集しています。
◇受付期間
　平成２７年７月１日（水）～８月１４日（金）
受験資格や試験日等の詳細については、下記までお問い合わせください。
◇お問い合わせ先
　串本警察署警務課　℡０７３５－６２－０１１０

　総務課（防災防犯グループ）からのお知らせ

耐震ベッド、耐震シェルターの補助制度について
　串本町では、地震による住宅倒壊から最低限、命だけは守るための取組みとして、耐震ベッド、
耐震シェルターの設置工事に対して、補助金を支給します。

◇対象要件
　昭和５６年５月３1日以前に着工された木造
住宅 (２階建以下、延床面積２００㎡以下 )で、
町の委託者が行う耐震診断において、耐震性が
ない ( 評点１．０未満 ) と診断された住宅に居
住する世帯。
※ただし、応募者多数の場合は高齢者、障が
　い者世帯を優先して補助するものとします。

◇補助内容
　耐震ベッド、耐震シェルターの設置工事に要
する費用の２／３（上限２６万６千円）を補助。
◇募集期間
　平成２７年７月１日～平成２７年８月３１日
◇お問い合わせ先
　串本町役場総務課　防災・防犯Ｇ　
　℡０７３５－６２－０５５５
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　住民課からのお知らせ

　５月２９日、国民健康保険法が大幅に改正されました。国保税の見直しにも大きな影響が出ます
ので、取り急ぎ主な内容を紹介したいと思います。

平成２７年度　国保税率を見直します（5）

国保を町と県で共同運営：窓口は町、財政運営は県となります

　保険証の交付や特定健診の受付、保険税の納付など、加入者のみなさ
んが行う手続きについては現在と同じように町が窓口となりますが、平
成３０年度より国保財政の運営は和歌山県が責任主体となります。
　これにより県は、各市町村の医療費や加入者の所得、年齢構成などを
考慮して、市町村ごとに標準保険料を示すことになります。

 News

国は追加で財政支援を行いますが条件付きとなります
　国の財政支援が拡充されることになりました。
しかし、各県・市町村が一律にお金をもらえる
わけではなく、次のような条件があります。
◇保険税軽減分の補てん拡充について
　所得の低い世帯は保険税の軽減がありますが、
この軽減分は国や県から補てんされます。軽減
の対象となる範囲や補てんの割合を拡大させる
ことにより、結果的に所得の低い世帯が多い市
町村への支援が大きくなります。
◇市町村への支援拡大について
　平成２９年度から始まるのが、精神疾患の医
療費や子どもの加入者が多いなど、市町村の責
任によらない支出が大きい市町村への支援拡大
です。具体的な算定方法は不明ですが、全国で
７００億円規模と言われています。

◇運営努力に応じた財政支援について
　最も重要な部分として、医療費の適正化や
ジェネリック医薬品の使用率、保険税の収納率
など、市町村の運営努力に応じた財政支援が平
成２９年度より始まります。
　これまでは「医療費の抑制＝支出の削減」の
みの効果でしたが、歳入への影響も出てくるよ
うになります。

　今後さらなる取り組みと皆さんのご協力が不
可欠となりますので、よろしくお願い申し上げ
ます。
◇お問い合わせ先
　串本町役場住民課　医療保険・年金グループ　
　℡０７３５－６２－０５６１

　水道課からのお知らせ

なんたん水について
　平成２７年度製造の「なんたん水」が入荷しました。
　保存期間が５年と長く、災害用備蓄水として大きな役割を担う串本の水です。
　地震等の災害に備え、ぜひご家庭で「なんたん水」の備蓄をお考えください。
◇お問い合わせ先
　串本町役場水道課　℡０７３５－７２－００８２
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 News
　水道課からのお知らせ

届出方法の変更と水道料金の支払いについて
《水道の開閉栓、名義変更等の

届出方法の変更について》
　転入や転居で水道をお使いになるときや、引
越しなどで転出や転居され水道を使わなくなっ
たとき、または水道を使用される方の名義が変
わった時などは事前に届出が必要です。
　これまでは、電話や口頭で届出を受付してお
りましたが、平成 27年７月１日から書類によ
る届出が必要となります。
　串本町役場本庁舎窓口（住民課）、古座分庁
舎水道課で届出をお願いいたします。
　届出書には認印が必要となりますので、忘れ
ずご持参ください。

《水道の支払いは便利で確実な口座振替で》
①手続き方法：取扱金融機関窓口にて「通帳」　
　「お届け印」「お客様番号のわかるもの（領収
　書、使用水量のお知らせ等）」をご持参のうえ、
　手続きをお願いいたします。
②取扱金融機関：第三銀行、紀陽銀行、きのく
　に信用金庫、近畿労働金庫、紀南農業協同組
　合、みくまの農業協同組合、和歌山県信用漁
　業協同組合連合会、ゆうちょ銀行・郵便局
③引落日：毎月末日（末日が金融機関休業日の
　　　　　場合は翌営業日となります。）
　再振替日は翌月の２０日（２０日が金融機関　
　休業日の場合は翌営業日となります。）

　住民課からのお知らせ

乳幼児・ひとり親家庭医療費助成制度の拡充について
　串本町の「乳幼児医療費助成制度」および「ひとり親家庭医療費助成制度」は、平成２７年８月
から訪問看護療養費（医療保険適用分）を助成対象に追加します。

医師の指示に基づき、訪問看護ステーション
からの訪問看護を受けられた場合、医療保険
または介護保険の負担割合に応じた自己負担
が必要です。
今回の改正により、医療保険が適用される訪
問看護療養費の自己負担分が、乳幼児・ひと
り親家庭医療費受給資格者の方は無料となり
ます。

助成対象となるのは平成２７年８月利用分か
らです。
重度心身障害児（者）医療費助成制度および
老人福祉医療費助成制度は、以前より訪問看
護療養費を助成対象としています。

● ●

※

◇お問い合わせ先　　
　串本町役場住民課　福祉医療係　
　℡０７３５－６２－０５６１

　消防本部からのお知らせ

平成２７年度甲種防火管理新規講習
　串本町消防本部では下記のとおり、甲種防火管理新規講習を開催します。詳しく
は、串本町消防本部総務課予防係（℡６２－０６５５）までお問い合わせください。

◇日時　平成２７年９月９、１０日（２日間）
◇場所　和歌山県水産試験場

◇費用　受講料無料
　　　　テキスト代５，５００円
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　住民課からのお知らせ

後期高齢者医療保険からのお知らせ
◇平成２７年度保険証の更新について
　平成２７年７月３１日の有効期限満了に伴い、
保険証を更新します。新しい保険証は、７月初
旬ごろから順次、簡易書留郵便にて送付いたし
ます。保険証の色は、従来のうすい緑色からう
すい水色に変わります。
※保険証はお手元に届き次第ご使用いただけま

◇保険料の納め方について
○特別徴収（年金天引き）→要件に該当される方は自動的に特別徴収（年金天引き）になります。
　　　　　　　　　　　　　（届け出は不要です。）
※特別徴収となるかどうかは日本年金機構等の判断となります。制度改正による保険料の減額等が
　生じた場合、納付書による普通徴収に変更となる場合があります。
○普通徴収（納付書または口座振替）→役場から送られてくる納付書で期日内に納めていただきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　    口座振替をご希望の方は、金融機関で手続きをしてください。
※口座振替の手続きをされている方で、「納付方法変更申出書」（役場へ申請）がなければ、年金天
　引きの対象者となった場合、特別徴収になる可能性があります。
※特別徴収からの変更には、事務手続きに２カ月程度要します。変更を希望される方は、早目の申
　出をお願いいたします。
◇お問い合わせ先　　　　　串本町役場住民課　後期高齢者医療係　℡０７３５－６２－０５６１

◇保険料（納期・期割り）について
○特別徴収（年金天引き）の方

仮算定 本算定
4月

（1期）
6月

（2期）
8月
（3期）

10月
（4期）

12月
（5期）

2月
（6期）

※普通徴収の方には、保険料の決定通知・納付書等を７月中旬に送付いたします。
　（７月から翌年の３月までの９回で納めていただきます。）

●平成２７年７月の本算定により特別徴収の対象となった場合は、年金天引きの調整のため、７月、
　８月、９月の３期が普通徴収（納付書・口座振替）となり１０月より年金天引きとなりますので
　ご了承ください。

○普通徴収（口座振替・納付書による納付）の方

本算定
７月

（1期）
８月

（2期）
９月

（3期）
10月
（4期）

１１月
（5期）

１２月
（6期）

１月
（７期）

２月
（８期）

３月
（９期）

本算定（普通徴収） 本算定（特別徴収）
７月

（1期）
８月

（2期）
９月

（3期）
10月
（4期）

12月
（5期）

2月
（6期）

☆本算定（７月初め）以降、所得更正があっ
　た場合は、保険料の増額分を併徴（特別徴
　収・普通徴収両方）で納めていただきます。

　す。現在お持ちの保険証については、各自で
　破棄していただくか役場にご返却ください。
※保険料の納付が滞っている場合、保険証送付
　を一時保留させていただき納付できない事由
　について聞かせていただきます。状況によっ
　ては短期保険証や資格証明書を交付します。

 News
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◇寄付受付場所
　串本町役場本庁舎、串本町役場古座分庁舎
◇受付、お問い合わせ先
　○串本まつり実行委員会事務局　　  　【串本町役場 産業課内】　　℡０７３５－６２－０５５７
　○熊野水軍古座河内祭の夕べ実行委員会 　  　【古座観光協会】　　℡０７３５－７２－０６４５

 News
　産業課からのお知らせ

花火大会 ご寄付のお願い
　今年の熊野水軍古座河内祭の夕べの花火大会は７月２５日 (土 )
に、串本まつりの花火大会は８月１日 (土 ) にそれぞれ開催が予定
されています。
　つきましては、両花火大会を盛大に開催するため、今夏も町民の
皆さまから広くご寄付を募らせていただきたいと思います。
　イベントの趣旨をご理解いただき、ご寄付をいただける方は、下
記にて受け付けておりますので、ご協力をお願いいたします。
　なお、串本まつり花火大会では、個人からの供養花火を受け付け
ています。お申し込みは７月７日（火）までとなっております。詳
しくは事務局までお問い合わせください。
※合同打ち上げとなることをご了承ください。

　自衛隊新宮地域事務所からのお知らせ

　防衛省では、自衛官等の募集を行っております。受験種目、応募資格等は次のとおりです。
　詳しくは自衛隊新宮地域事務所（℡０７３５－２１－３４４９）までお問い合わせください。

自衛官等募集案内について

募集資格 受験資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
（陸・海・空）
任期制自衛官

平成２８年４月１日現在
１８歳以上２７歳未満の者

男 年間を通じて実施

9月11日（金）
9月29日（火）

和歌山市

9月30日（水） 田辺市
１０月３日（土） 和歌山市

女 ８月1日～９月８日 ９月２５日（金） 和歌山市

一般曹候補生
（陸・海・空）
非任期制自衛官

平成２８年４月１日現在
１８歳以上２７歳未満の男・女

８月１日～９月８日
１次

9月１８日（金）
９月１９日（土）

和歌山市

９月１８日（金）
田辺市
串本町

２次
１０月８日（木） 和歌山市
１０月９日（金） 田辺市

航空学生
（海・空）
パイロット養成

平成２８年４月１日現在
１８歳以上２１歳未満の男・女

８月１日～９月８日
１次：９月２３日（水） 和歌山市
２次：１０月１７日～２２日
３次：１１月１４日～１２月１７日
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　熊野自然保護官事務所からのお知らせ

　近畿地方環境事務所と和歌山県は、世界最北となるサンゴ群落の生態系を学
び、自然環境保全への理解を広げるため、ラムサール条約湿地にも登録されて
いる串本沿岸海域でスノーケリングによる串本海中観察会を開催します。

串本海中観察会の開催について

 News

◇日時
　第 1回：平成２７年８月１７日（月）

【予備日８月２４日（月）】
　第 2回：平成２７年８月１８日（火）

【予備日８月２５日（火）】
　※時間は各回とも１０: ００～１６: ００
◇場所
　串本海中公園センター　海中公園研究所
◇内容
　・串本沿岸海域に生息するサンゴ群落と海の
　　生き物についての解説
　・スノーケリングの実技講習および海中観察
◇参加対象
　小学校４年生以上（小学生は保護者同伴）
◇参加費（昼食代・保険料等含む）
　１人３，０００円※中学生以下１人２，５００円

◇定員
　各回２０名
　（お申し込みは１人１回まで）
◇申込方法
　官製はがきに〈電話番号・住所・氏名・年齢・
スノーケル体験の有無〉を明記の上、７月３１
日（必着）までに環境省近畿地方環境事務所熊
野自然保護官事務所へお申し込みください。応
募多数の場合は抽選を行います。当選者の発表
は８月上旬の案内資料の発送をもって代えさせ
て頂きます。
◇お問い合わせ先
　〒６４７－００４３
　新宮市緑ヶ丘２－４－２０
　環境省近畿地方環境事務所 熊野自然保護官事務所　
　℡０７３５－２２－０３４２

　串本海中公園センターからのお知らせ

◇主旨
　海の生き物とじかに接し、その生態に触れる
ことによって、海への理解と興味をよりいっそ
う大きなものとするとともに、キャンプによる
共同生活を通して、児童の自主性および協調性
を養うことを目的とします。
◇場所
　和歌山県東牟婁郡串本町有田１１５７番地
　串本海中公園センター
◇期間　
　平成２７年８月５日（水）～８月６日（木）
◇主催
　㈱　串本海中公園センター

マリンスクール開催のお知らせ
◇後援
　近畿海事広報協会、紀南海運協会、近畿運輸
局、串本町、串本町教育委員会
◇参加資格・定員・費用
　町内小学校５・６年生　定員２４名（先着順）
　参加費１，５００円（傷害保険料含む）
◇申込期間
　平成２７年７月１日（水）～７月１７日（金）
◇お申し込み・お問い合わせ先
　〒６４９－３５１４　
　和歌山県東牟婁郡串本町有田１１５７番地
　串本海中公園センター　マリンスクール係
　℡０７３５－６２－４８７５
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初
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あ
り
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と
う
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そ
し
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れ
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ら
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。

追悼式典

①文化センターに会場を移し行われた追悼
式典。②追悼の言葉を述べられるチチェッ
キ議長。③追悼文を奏上する田嶋町長。④
献花されるメリチ大使ご夫妻。⑤大島小学
校児童を代表して献花する山﨑雄大君・中
西真央さん。⑥献花される彬子女王殿下。

1

4

2

5

3

6

広報くしもと　2015 年 7月号 12

トルコ共和国から来航したトルコ軍艦ゲディズ号。

　
式
典
に
は
、彬
子
女
王
殿
下
、チ
チ
ェ
ッ

キ
議
長
を
は
じ
め
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
関

係
者
、
樫
野
地
区
の
皆
さ
ん
ら
が
参
列
。

　
彬
子
女
王
殿
下
が
「
殉
職
さ
れ
た
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
乗
組
員
、
そ
し
て
、
そ

の
ご
遺
族
の
皆
様
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
。
先
人
た
ち
の
築
き
あ
げ
て
き
た

日
ト
友
好
の
歴
史
に
改
め
て
想
い
を
い
た

し
、
お
一ひ

と
か
た方
お
一ひ
と
か
た方
が
そ
の
架
け
橋
の
担

い
手
と
し
て
次
の
１
３
０
年
、
１
５
０
年

へ
と
両
国
の
歴
史
を
繋
ぎ
続
け
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
追
悼

の
御
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
チ
ェ
ッ
キ
議
長
が
「
１
２
５

年
前
に
起
き
た
遭
難
事
故
で
犠
牲
と
な
っ

た
殉
難
将
士
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
日
本
国
民
に
対
し
、
ト
ル

コ
国
民
を
代
表
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
事
故
当
時
、
大
島
の
島
民
が
遭
難
者

の
救
助
、
手
厚
い
介
護
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
我
々
ト
ル
コ
国
民
は
、

心
に
刻
み
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。」
と
追
悼
文
を
奏
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
献
花
が
行
わ
れ
、
大
島
小
中

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
樫
野
地
区
の
方
々

が
追
悼
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ト
ル
コ
共
和
国
の
関
係
者
か
ら

強
い
要
望
が
あ
り
、
４
日
の
早
朝
に
、
樫

野
崎
の
慰
霊
碑
前
で
も
急
き
ょ
追
悼
式
典

が
執
り
行
わ
れ
、
彬
子
女
王
殿
下
、
チ

チ
ェ
ッ
キ
議
長
ら
が
殉
難
将
士
に
黙
祷
と

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

左上／殉難将士に追悼の言葉を述べられるボスタ
ノール海軍総司令官。右上／同じく追悼文を述べ
られる武居幕僚長。下／黙祷を捧げるトルコ海兵。

上／追悼歌を斉唱する大島小中学校児童生徒と樫野区の皆さん。
左／４日早朝に急きょ執り行われた樫野崎のエルトゥールル号遭難慰霊
碑での追悼式典の様子。

7

⑦追悼の御言葉を述
べられる彬子女王殿
下。⑧追悼文を述べ
る仁坂和歌山県知
事。⑨献花されるチ
チェッキ議長ご夫妻。

89
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エルトゥールル号
　　　銅像除幕式典

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の

史
実
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

　
６
月
３
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行

わ
れ
た
追
悼
式
典
後
、
串
本
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
に
て
ト
ル
コ
共
和
国
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
銅
像
除
幕
式
典

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
に
も
、彬
子
女
王
殿
下
、ジ
ェ

ミ
ル
・
チ
チ
ェ
ッ
キ
大
国
民
議
会
議
長
ら

が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
観
覧
者
が
見
守
る

中
、
田
嶋
町
長
と
ビ
ュ
レ
ン
ト
・
ボ
ス
タ

ノ
ー
ル
海
軍
総
司
令
官
が
除
幕
を
行
い
ま

し
た
。

　
除
幕
後
、
ア
フ
メ
ッ
ト
・
ビ
ュ
レ
ン
ト
・

右／除幕後、ボスタノール海軍総
司令官と握手を交わす田嶋町長。
下／設置されたエルトゥールル号
の銅像。串本の海と大島を一望で
きる場所に設置されています。

メ
リ
チ
駐
日
ト
ル
コ
大
使
が
「
こ
の
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
銅
像
が
串
本
の
新
た
な

シ
ン
ボ
ル
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。」
と
挨
拶
。

　
田
嶋
町
長
は
「
銅
像
の
製
作
と
寄
贈
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ト
ル
コ
共
和
国

関
係
者
各
位
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
設
置
さ
れ
た
銅
像
の
船
首
は
樫
野

崎
の
方
向
を
向
い
て
お
り
、
同
地
に
眠
る

殉
難
将
士
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
は
、
彬
子
女
王
殿
下
、
チ

チ
ェ
ッ
キ
議
長
ら
が
設
置
場
所
に
赴
き
、

間
近
で
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
銅
像
を
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
。

日ト友好の新たなシンボル

上／エルトゥールル
号の銅像をご覧にな
る彬子女王殿下、チ
チェッキ議長ら。
左／挨拶を述べられ
るメリチ大使。

除幕式典にも多くの
方が参加されました。

広報くしもと　2015 年 7月号 14

串
本
と
ト
ル
コ
の

繋
が
り
を
広
く
伝
え
る

　
６
月
４
日
早
朝
、
ト
ル
コ
記
念
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
典
が
彬
子
女
王

殿
下
、
ジ
ェ
ミ
ル
・
チ
チ
ェ
ッ
キ
大
国
民

議
会
議
長
ら
が
出
席
さ
れ
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
式
典
は
、

当
初
、
３
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

悪
天
候
の
た
め
、
４
日
早
朝
に
延
期
と
な

り
ま
し
た
。
急
な
日
程
変
更
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
式
典
に
は
女
王
殿
下
の
ご
臨
席
を

賜
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
田
嶋
町
長
と
ボ
ス
タ
ノ
ー

ル
海
軍
総
司
令
官
が
謝
辞
と
式
辞
を
述
べ

た
後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
彬
子
女
王
殿
下
ら
が
新
し
く

な
っ
た
ト
ル
コ
記
念
館
を
内
覧
さ
れ
ま
し

た
。

　
内
覧
後
は
、
一
般
の
方
々
に
も
無
料
で

開
放
さ
れ
、
約
３
０
０
人
が
来
館
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
改
修
に
よ
り
、
ト
ル
コ
記
念
館

に
は
、
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遺
品
発
掘
調

査
で
引
き
揚
げ
ら
れ
た
遺
品
や
事
故
の
際
、

救
出
さ
れ
た
生
存
者
か
ら
地
元
の
警
察
官

だ
っ
た
川
島
犬
楠
氏
に
贈
ら
れ
た
刀
剣
な

ど
非
常
に
貴
重
な
も
の
が
数
多
く
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

右／田嶋町長の案内
でトルコ記念館を内
覧される彬子女王殿
下。上／テープカッ
トの様子。左からチ
チェッキ議長、ボス
タノール海軍総司令
官、武居幕僚長、田
嶋町長。左／式辞を
述べられるボスタ
ノール海軍総司令官。

トルコ記念館
　　リニューアル
　　　オープン式典

リニューアルを盛大に祝う

上／式典後には、オープ
ンを記念して一般の方々
に無料開放されました。
左／エルトゥールル号の
遺品発掘調査で引き揚げ
られた大鍋。

広報くしもと　2015 年 7月号15



文
化
交
流
事
業

　
日
本
ト
ル
コ
友
好
１
２
５
周
年
文
化
交

流
事
業
と
し
て
、
６
月
２
日
に
串
本
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
オ
ス
マ
ン
軍
楽
隊
と
海

上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
に
よ
る
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
彬
子
女
王

殿
下
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
ご
観
覧
さ
れ
、
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
６
月
４
日
に
は
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
未
来
に
伝
え
る
日
ト
友
好
」
を
開
催
。

　
第
１
部
と
し
て
元
N
H
K
キ
ャ
ス

タ
ー
で
、
現
在
、
語
り
部
・
か
た
り
す
と

と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
平
野
啓
子
氏

を
お
招
き
し
、
基
調
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
平
野
氏
に
は
こ
の
講
演
だ

け
で
な
く
、
今
回
の
事
業
で
行
わ
れ
た
各

式
典
で
司
会
も
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
映
画
監
督
の
田
中
光
敏

氏
、
女
優
の
忽
那
汐
里
さ
ん
、
田
嶋
町
長

に
よ
り
映
画
「
海
難
１
８
９
０
」
の
撮
影

や
日
本
と
ト
ル
コ
の
友
好
に
つ
い
て
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
串
本
で
行
わ
れ
た
映
画
撮
影
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
用
に
編
集
さ
れ
た
予
告
編
が
上
映

さ
れ
、
来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。

1

2345

6

日本トルコ友好
１２５周年記念コンサート
①オスマン軍楽隊と海上自衛隊呉音楽隊による合同演奏。
②呉音楽隊が坂本冬美さんのメドレーなどを披露。
③観客に挨拶する軍楽隊の隊長。
④ソロパートを演奏する呉音楽隊のメンバー。
⑤トルコ共和国の伝統的な音楽を演奏するオスマン軍楽隊。　
　日本の「さくら」も披露されました。
⑥お互いの演奏を称え合い固い握手が交わされました。
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12

3

シンポジウム
「未来に伝える日ト友好」
第1部　基調講演
第2部　パネルディスカッション

④パネルディスカッション
の様子。映画「海難 1890」
の地元撮影でのエピソード
も紹介されました。
⑤⑥⑦田嶋町長、忽那汐里
さん、田中光敏監督により
映画や日本トルコ友好につ
いて、ディスカッションが
行われました。
⑧前和歌山社会経済研究所
研究部長の髙田朋男さんに
パネルディスカッションの
コーディネーターを務めて
いただきました。

ビーズアクセサリー作り

左／アクセサリー作り
のためのビーズやボン
ジュック（トルコのお守
り）を選ぶ子どもたち。
右／アクセサリー作りに
挑戦する子どもたち。

①多くの町民が来場
されました。
②③第１部の基調講
演としてエルトゥー
ルル号の遭難事件と
イラン・イラク戦争
時の日本人救出の話
を語る平野啓子氏。

4

567

8
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９月から開催！
　紀の国わかやま国体のマスコットキャラクターであるきいちゃんが、９月から
開催される国体の周知活動のため、様々な行事に参加しています。今回は、その
活動の一部と町内の子どもたちが製作しているのぼり旗についてご紹介します。

古座川クリーンアップ大作戦
　平成２７年５月１７日（日）に行われた
第１５回古座川クリーンアップ大作戦に参
加しました。
　このイベントには町外の方も多く参加さ
れていて、串本町で開催される競技等につ
いてＰＲを行いました。

運動会（潮岬、串本）
　平成２７年５月２４日（日）は潮岬幼稚園・小学校
連合運動会に、５月３１日（日）には串本小学校の運
動会に参加しました。
　運動会では、きいちゃんがダンスを披露したり、応
援したりして全力で頑張っている子どもたちを応援し
ました。

のぼり旗を製作しています！

①記念撮影。②国体の説明
をする職員ときいちゃん。

③串本小学校の３、
４年生がきいちゃ
んダッシュという
種目を行いました。
④⑤潮岬幼稚園児
たちと一緒にきい
ちゃんダンスを披
露。

1 2

3

4

5

　紀の国わかやま国体串本町実行委
員会では、国体開催期間中の会場装
飾として、町内の小・中学生に都道
府県応援のぼり旗の製作を行っても
らっています。
　子どもたちが製作したのぼり旗は
会場周辺に設置するので、会場に来
た際は、是非ご覧ください。
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串本町議会 平成２７年第２回臨時会

議
長
に
寺
町
氏
を
選
出

副
議
長
に
は
橋
爪
氏

　
去
る
５
月
22
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
、
平
成
27
年
串
本
町
議
会
第
２
回
臨
時

会
に
お
い
て
、
議
会
議
長
と
副
議
長
を
新
た
に
選
出
す
る
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
議
長
に
寺
町
忠
氏
が
、
副
議
長
に
は
橋
爪
和
雄
氏
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
委
員
会
委
員
が
選
任
さ
れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
下
記
の
通

り
決
定
し
ま
し
た
。

常任委員会
串本町議会には２つの常任委員会が設置されており、議員はいずれか１つの委員会に所属することになっています。

総務産業建設常任委員会
行政一般、財政、消防、防災、建設、水道、都市計画、
産業経済、国民宿舎および他の委員会に属さない事柄に
ついての調査や、議案・陳情などの審査を行います。

◎鈴木　幸夫　　○佐藤　武治　　濵田　勝裕
　結城　　力　　　橋爪　和雄　　芝山　定史

文教厚生常任委員会
教育一般、社会福祉、環境衛生、国民健康保険、介護保
険および病院に関する調査や、議案・陳情などの審査を
行います。

◎仲江　孝丸　　○長脊　　守　　漆畑　繁生
　梅野　光児　　　水口　　崇
　川勝　　昇　　　沼谷　美次

議会運営委員会
議会を円滑かつ効率的に運営するため設置されており、
議会の運営や会議規則、議長の諮問などについて協議し、
議会の運営に関する議案や陳情などの審査も行います。

◎梅野　光児　　○芝山　定史　　濵田　勝裕
　仲江　孝丸　　　鈴木　幸夫
　橋爪　和雄　　　沼谷　美次

（敬称略、◎は委員長、○は副委員長）

議

　 長

副
議
長

寺て
ら
ま
ち町

　
　 忠た

だ
し

　

橋は
し
づ
め爪

　 和か
ず
お雄

◇新しい議会構成◇
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平
成
27
年

　
第
２
回
定
例
会

　
平
成
27
年
串
本
町
議
会
第
２
回
定
例

会
は
、
６
月
17
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期

を
６
月
29
日
ま
で
の
13
日
間
と
し
て
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
後
、
田
嶋
町
長

よ
り
、
防
災
対
策
施
策
な
ど
の
諸
報
告

が
あ
り
、
続
い
て
諸
議
案
に
つ
い
て
提

案
理
由
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

補
助
率
を
９
割
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に

よ
り
、
過
去
10
年
間
で
24
件
の
実
績
で

あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
26
年
度
は
36
件

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
今
後
も
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 

■
日
ト
友
好
１
２
５
周
年
事
業

　　
本
事
業
は
、
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
殉
難
将
士
の
追
悼
を
目

的
と
し
て
、
駐
日
ト
ル
コ
共
和
国
大
使

館
と
の
共
催
で
５
年
毎
に
開
催
し
て
お

り
、
本
年
は
、
６
月
２
日
か
ら
４
日
に

わ
た
っ
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
に
は
、
彬
子
女
王
殿
下
の
ご

臨
席
を
賜
る
と
と
も
に
、
ト

ル
コ
共
和
国
か
ら
は
ジ
ェ
ミ

ル
・
チ
チ
ェ
ッ
キ
大
国
民
議
会

議
長
、
海
軍
総
司
令
官
、
駐
日

ト
ル
コ
大
使
、
海
軍
幹
部
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
メ
ル
シ
ン
市

副
市
長
、
ま
た
国
内
で
は
防
衛

省
海
上
幕
僚
長
、
和
歌
山
県
知

事
、
和
歌
山
県
議
会
議
長
、
海

上
自
衛
隊
呉
地
方
総
監
、
第
五

管
区
海
上
保
安
本
部
長
、
日
本
ト
ル
コ

協
会
会
長
ほ
か
各
界
代
表
者
に
ご
列
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
は
、
式
典
関
係
事
業
と
文

化
交
流
事
業
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
式
典
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
悪
天

候
に
よ
り
、
洋
上
追
悼
式
典
お
よ
び
ア

タ
テ
ュ
ル
ク
像
献
花
式
典
は
中
止
と
し
、

陸
上
追
悼
式
典
は
会
場
を
串
本
町
文
化

セ
ン
タ
ー
に
移
し
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ル
コ
大
使
館
か
ら
の
要
請
に

よ
り
、
急
き
ょ
翌
４
日
早
朝
に
慰
霊
碑

で
の
式
典
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の

式
典
に
は
、
急
な
日
程
変
更
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
女
王
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

主
催
者
と
し
て
大
変
感
激
い
た
し
ま
し

た
。

諸
報
告
（
要
旨
）

 

■
防
災
対
策

　
昨
年
度
、和
歌
山
県
が
発
表
し
た「
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
お
よ
び
「
東
海
・

東
南
海
・
南
海
３
連
動
地
震
」
に
お
け

る
津
波
避
難
困
難
地
域
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
指
定
を
受
け
た
地
区
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の
方
々
と

避
難
路
や
避
難
場
所
の
点
検
・
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、
避
難
路
整
備
や
備

蓄
物
資
の
充
実
お
よ
び
自
主
防
災
組
織

の
活
動
支
援
や
啓
発
活
動
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
事
業
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら 諸報告を述べる田嶋町長

文化センターで行われた式典の様子

彬子女王殿下とチチェッキ議長
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１
８
９
０
」
を
成
功
さ
せ
る
会
の
キ
ッ

ク
オ
フ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
東
京
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
映
画
公

開
に
向
け
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
皆
さ

ま
に
観
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

■
ト
ル
コ
記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 

　
オ
ー
プ
ン
式
典

　

　
平
成
26
年
度
に
施
工
し
た
「
ト
ル
コ

記
念
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
」
の
完
成

記
念
式
典
に
つ
い
て
は
、
６
月
３
日
の

夕
方
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
荒

天
に
よ
り
、
翌
日
４
日
、
７
時
20
分
か

ら
の
開
式
と
な
り
ま
し
た
。
早
朝
に
も

拘
ら
ず
、
女
王
殿
下
、
ト
ル
コ
大
国
民

議
会
議
長
他
の
方
々
に
、
ご
臨
席
を
賜

り
、
無
事
式
典
を
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
女
王
殿
下
に
ご
入
館
い
た

だ
き
、
ご
記
帳
い
た
だ
い
た
後
、
ト
ル

コ
海
軍
総
司
令
官
ビ
ュ
レ
ン
ト
・
ボ
ス

タ
ノ
ー
ル
大
将
か
ら
、
町
長
に
、
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
模
型
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
女
王
殿
下
の
ご
内
覧

が
あ
り
、
殿
下
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
を
熱

心
に
、
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
施
設
の
一
般
無
料
開
放
も

　
文
化
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
６
月

２
日
に
女
王
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
オ
ス

マ
ン
軍
楽
隊
並
び
に
海
上
自
衛
隊
に
よ

る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
４
日
に
は
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
」

と「
未
来
に
伝
え
る
日
ト
友
好
」を
テ
ー

マ
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
２
日
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
開

催
時
に
は
会
場
の
収
容
能
力
を
大
幅
に

上
回
る
来
場
者
が
あ
り
、
多
く
の
方
々

に
お
帰
り
い
た
だ
く
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
文
化
交
流
事
業
の
一

環
と
し
て
４
日
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
ト
ル
コ
料
理
関
係
イ
ベ
ン
ト
に
つ
き

ま
し
て
は
、
直
前
に
な
っ
て
大
使
館
か

ら
中
止
の
連
絡
を
受
け
開
催
を
取
り
止

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
参
加
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
方
々
に
大
変
な
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
事
業
実
施
に
あ
た
り
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
、
こ

の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
本
事
業
を
通
じ
日
本
と
ト
ル
コ
の

友
好
は
よ
り
深
ま
っ
た
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

 

■
映
画
「
海
難
１
８
９
０
」

　　
４
月
28
日
に
、
ト
ル
コ
国
で
の
映
画

製
作
会
見
が
行
わ
れ
、
ト
ル
コ
国
内
で

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
の
撮
影
の
際
に

は
、
各
企
業
の
駐
在
の
方
々
、
現
地
日

本
人
会
会
員
の
皆
様
に
、
日
本
人
エ

キ
ス
ト
ラ
と
し
て
多
い
日
に
は
１
日

１
８
０
名
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
撮
影
現
場
を
ア
ン
タ
リ
ヤ

に
移
し
、
５
月
末
ま
で
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
、
日
本
ト
ル
コ
友
好
１
２
５
周

年
事
業
の
祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
で
映
画
「
海
難

１
８
９
０
」
の
撮
影
さ
れ
た
素
材
を

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
と
し
て
、
い
ち
早

く
皆
さ
ま
に
観
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
12
月
の
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー

に
向
け
、
本
格
的
に
編
集
作
業
が
進
め

ら
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
９
日
に
は
準
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
映
画
「
海
難

行
い
ま
し
た
の
で
、
招
待
者
、
関
係
者

も
合
わ
せ
て
、
約
３
０
０
人
の
方
が
、

入
館
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
６
月
５
日
以

降
５
日
間
で
も
、
２
２
７
人
の
方
が
入

館
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
日
ト
合
作
映
画
の
公
開
と

も
合
わ
せ
て
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観

光
客
が
来
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

施
設
係
員
の
接
遇
力
、
説
明
力
等
を
高

め
、
受
入
態
勢
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

 

■
使
用
し
て
い
な
い
医
師
官
舎

　
旧
串
本
病
院
跡
地
に
隣
接
す
る
医
師

官
舎
に
つ
い
て
は
、
病
院
事
業
で
活
用

の
計
画
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
処
分

を
協
議
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
４
月

１
日
付
で
、
田
原
地
区
に
あ
る
医
師
官

舎
と
と
も
に
病
院
事
業
会
計
か
ら
一
般

会
計
に
所
管
換
え
を
行
い
ま
し
た
。
旧

院
長
住
宅
は
産
業
課
で
管
理
し
、
そ
の

他
の
医
師
官
舎
は
土
地
を
含
め
て
総
務

課
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
官
舎
は
そ
れ
ぞ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
活
用
す
る
に
は
改
修
費
用
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
各
所
管
課

に
お
い
て
有
効
活
用
ま
た
は
取
壊
し
も

含
め
た
処
分
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成 27 年 第２回定例会
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保健センターだより

※健診等についてのお申し込み・お問い合わせは、
　保健センター（℡０７３５－６２－６２０６）まで

7月の行事カレンダー

※各事業の対象となる方には個別にご連絡しています。

　時間・内容など詳細につきましては保健センターまでお問い合わせください。

※７月に実施される総合健診を申し込まれている方には、約２週間前に個別通知をします。

　健診を希望されていてまだ申し込まれていない方は、保健センターまでお申し込みください。

※７日（火）は１０：００～１１：３０まで赤ちゃんひろば（かるがもひろば）、１３：３０～１５：００は成人

　の健康相談会場として保健センターを開放します。どなたでもご利用できますのでお気軽にお越しください。

実施日 内容

7月 1日（水）
日本脳炎予防接種1期初回

離乳食教室

7月 3日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

7月 7日（火） かるがもひろば

7月 9日（木） １歳８ヶ月児健診

7月11日（土） 就園児親子教室おひさまくらぶ

7月15日（水） マタニティ教室（前期）

7月16日（木） １０ヶ月児健診

7月17日（金） 未就園児親子教室きらきらくらぶ

7月22日（水） ２種混合予防接種

7月23日（木） ４ヶ月児健診

7月27日（月） ２種混合予防接種

7月28日（火） 日本脳炎予防接種１期初回・追加

7月29日（水） 日本脳炎予防接種１期初回・追加

母子関係事業 成人関係事業

実施日 内容（場所）
7月 2日（木） 子宮・乳房検診（潮岬公民館）

7月 3日（金） 子宮・乳房検診（古座分庁舎）

7月 6日（月） 総合健診結果説明会（和深公民館）

7月 7日（火）
健康相談

総合健診特定保健指導（潮岬公民館）

7月 8日（水） 総合健診特定保健指導（潮岬公民館）

7月10日（金） 総合健診（田原荷さばき場）

7月11日（土） 総合健診（有田公民館）

7月13日（月） 総合健診結果説明会（潮岬公民館）

7月14日（火） 総合健診結果説明会（潮岬公民館）

7月17日（金）
献血（WAY串本店駐車場）※ライオンズクラブ協賛

10:00～ 11:45、13:00～ 16:00

7月25日（土） 総合健診（串本町立体育館）

7月26日（日） 総合健診（串本町立体育館）

7月27日（月） 総合健診（田並公民館）

 

歯周疾患検診について
平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日までの間で４０歳・５０歳・６０歳・７０歳に
なる方は今年度無料で検診が受けられます。（対象者には個別通知しています。）

受診期間　６月１日（月）～１２月２８日（月）

　食中毒は、原因となる細菌やウイルスが付着
した食品、有毒・有害な物質が含まれる食品を
食べることによって起こります。食中毒予防の
３原則（付けない・増やさない・やっつける）
を守り、食中毒を防ぎましょう。

付けない

増やさない やっつける

食中毒
予防の３原則

こまめによく洗う。

しっかり加熱する。保存に気を付ける。

食中毒にご注意ください！
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「がん」と食生活について②
　管理栄養士のおはなし④

普段飲んでいる緑茶やコーヒーにも、がんに効果があることが分かってきました。

◇緑茶
　厚生労働省の研究で、女性で１日５杯以上緑
茶を飲む人は、１日１杯未満の人に比べ、胃が
んのリスクが約３割低いことが分かりました。
男性でも、１日５杯以上緑茶を飲む人は、１日
１杯未満の人に比べ、進行性の前立腺がんのリ
スクが約５割低下することが分かっています。

　雨が降って外で遊べず子どもがエネルギーを
持て余している。ついつい怒ってしまう。イラ
イラする。そんな時は子育て支援室「りぼん」
に来て悩みを話してください。「こんなこと相
談するのはどうかなあ？」と思う事でもお気軽
にお越しください。

◇お問い合わせ先 　
　〒６４９ー４１９２   串本町西向３５９古座分庁舎内　℡０７３５ー６７ー７０１０

場　　所 日　　時

古座分庁舎りぼん
２日､６日､９日､１４日､１６日､２１日､２３日、
２８日、３０日（９時～１２時･１３時～１６時）

串本町文化センター ２２日（９時～１２時）

7 月の子育て相談日程

「りぼん」にきませんか！
　串本町には「りぼん」の他にも子育て相談を
受けてくれる機関があります。どこに相談すれ
ばいいのかわからない場合は、まず「りぼん」
に来てください。必要に応じて各関係機関にお
繋ぎします。一人で悩まずに各相談事業を利用
しましょう。

◇コーヒー
　コーヒーには、肝臓、大腸、膵臓、子宮体が
んに対する予防効果があることが分かってきま
した。
　特に肝臓がんは、厚生労働省の研究で、コー
ヒーをほぼ毎日飲む人が、ほとんど飲まない人
に比べ、肝臓がんの発症率が半分であることが
分かりました。
  また、コーヒーには、糖の吸収を抑え、がん
の増殖を促すインシュリンの過剰な分泌を防ぐ
作用があるため、糖尿病の方にもおすすめです。

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

コーヒー摂取量と肝臓がんの発生率との関連

ほとんど
飲まない

1日
1～2杯

1日
3～4杯

1日
5杯以上

　全国の緑茶生産地は、
がん死亡率が低いことで
注目されています。がん
以外にも、緑茶には、悪玉コレステロールを低
下させたり、肥満防止、腸内環境改善の効果が
あります。

※コーヒーには、胃酸の分泌を促す作用などもあるため、飲み過ぎに
　は注意が必要です。

国立がん研究センターより
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　当院では単顆置換術、全置換術、両方の手術が可能です。膝の痛みでお悩み
の方は、整形外科・桝村医長 にご相談ください。

■くしもと町立　　　　
　　　病院コーナー ■

Vol.39

人工膝
しつ

関節単
たんか ち か ん

顆置換術を行っています

“膝
ひざ

が痛い”の大部分は変形性膝関節症
　変形性膝関節症とは、簡単に言うと加齢・肥満・ケガなどにより関節の軟
骨がすり減り、さらに骨が変形し痛みを生じる病気で、症状とレントゲンで
診断します。50歳代で発症、65歳以上で急増する傾向にあり、男女比で１：
４と女性に多くみられます。
　この変形性膝関節症を治療する際、薬（痛み止め）や膝への注射（ヒアル
ロン酸）など「保存的治療」により痛みを軽減する方法もありますが、それ
でも症状が改善されず、痛くて歩きにくい場合などは、手術によって飛躍的
に症状が改善される場合があります。

〔予約方法〕
　平日、15:00 ～ 17:00 までの間に、電話にて「膝が痛いので、関節専門外来の
予約をしたい。」とお伝えください。（℡ ６２－７１１１）
　※尚、関節専門外来の診察日は毎月第１・第３木曜日となります。

変
形
性
膝
関
節
症

人工膝関節単顆置換術：Unicompartmental Knee Arthroplasty（UKA）とは？
　人工膝関節には数種類ありますが「すり減った関節の表面を削って金具をか
ぶせる」方法が一般的です。簡単に言えば虫歯の治療で「虫歯を削って銀歯を
かぶせる」方法に似ています。この関節の「内側だけ」「外側だけ」がすり減っ
ている場合に「そこだけ」に金具をかぶせるのが人工膝関節単顆置換術です。
　これに対し、膝関節の内側・外側、それに膝

しつがいこつ

蓋骨（膝の皿部）の裏側も、全
体を金属と交換するのが人工膝関節全置換術（TKA）です。

【単顆置換術の利点（全置換術との比較）】
○骨の切除量が少ない。
　（手術時間が短い）
○出血量が少ない。
　（※自己血貯

ちょけつ

血が不要）
　※自己血貯血：輸血のために自分
　　の血液を貯めておくこと。
○膝の靱

じんたい

帯を温存することができる
　ため身体への負担が少ない。
○術後の回復が早い。　
○曲がりがよい。　
○入院期間が短い。

▲単顆置換術後の状態

▲全置換術後の状態

☆ただし、単顆置換術は、全ての変
　形性膝関節症の方に適応されると
　いうわけではありません。
〔適応の目安〕
・膝をある程度伸ばすことができる。　　
・膝の内側または外側の一方が痛い。
・膝の靱帯に異常がない。　　
・O脚、X脚の程度が軽い。
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※ご本人・ご家族から希望があった方を掲載しています。

　掲載を希望される方・されない方は、届出の際に窓口にお申し出ください。

（５月受付分　敬称略）
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と
う

　
　
　
　
　 ご
ざ
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う
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〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

マスコットキャラクターの名称を募集します！
　串本町では日ト友好マスコットキャラクターの名称を募集しています。

◇応募方法　
　指定の応募用紙に必要事項を記入し、下記の
方法で提出してください。（応募用紙は役場各
庁舎および町ホームページで配布しています）
①本庁舎２階総務課または分庁舎１階窓口へ直
　接提出
②下記の宛先へ郵送
　〒６４９－３５９２　和歌山県東牟婁郡串本
町串本１８００　串本町役場総務課　宛
◇応募資格　不問
◇最優秀賞　トルコグッズセット
◇結果発表　
　８月に開催される串本まつりにて発表（後日、
町ホームページでも発表）

◇キャラクター概要
・モチーフは「クロマグロ」
・胸にはトルコのお守り
　「ナザール・ボンジュウ」
・性別は男の子
・趣味は日ト友好と串本町のPR
・トルコの民族衣装を着用
　串本節の浴衣、祭のはっぴも製作予定
◇締切　平成２７年７月２４日（金）
※詳細については募集要項をご参照ください。
　（応募用紙とともに配布しています）
◇お問い合わせ先　
串本町役場総務課　
℡０７３５－６２－０５５５

広報くしもと　2015 年 7月号25



 

募
集

巡
視
船
体
験
航
海
希
望
者
募
集

　
串
本
海
上
保
安
署
で
は
、
串
本
ま
つ
り

の
協
賛
行
事
と
し
て「
巡
視
船
体
験
航
海
」

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
海
上
荒
天
お
よ
び
緊
急
業
務

対
応
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時
（
①
午
前
の
部

　 ②
午
後
の
部
）

　
平
成
27
年
８
月
２
日
（
日
）

　
①
午
前
9
時
40
分
〜
午
前
11
時
20
分

　
②
午
後
１
時
40
分
〜
午
後
３
時
10
分

▼
場
所

　
串
本
港
内
お
よ
び
大
島
周
辺
海
域

▼
内
容

・
田
辺
海
上
保
安
部
所
属
「
巡
視
船
み

な
べ
」
お
よ
び
串
本
海
上
保
安
署
所
属 

「
巡
視
艇
む
ろ
づ
き
」
に
よ
る
体
験
航
海

・
㈱
串
本
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に

よ
る
ウ
ミ
ガ
メ
放
流

・
体
験
航
海
実
施
後
、
岸
壁
上
に
て
自
己

救
命
索
確
保
講
習
を
実
施

▼
定
員

　
約
２
０
０
名
（
①
・
②
合
わ
せ
て
）

　
※
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
を
主
な
対

　
　
象
と
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
放
流
を
み
な
べ

　
　
船
上
に
て
実
施
す
る
た
め
、
お
子
様

　
　
連
れ
を
優
先
的
に
み
な
べ
乗
船
と
し
、

　
　
み
な
べ
、
む
ろ
づ
き
の
定
員
と
な
り

　
　
次
第
、
募
集
を
締
切
り
ま
す
。

　
※
小
学
生
以
下
の
お
子
様
は
保
護
者
同

　
　
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
４
名
ま
で
記
入

可
）
に
午
前
ま
た
は
午
後
の
希
望
の
部
、

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
お
よ
び
乗
船
希
望
者
の
氏
名
、
年
齢
を

記
入
の
う
え
、
串
本
海
上
保
安
署
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
返
信
は
が
き
が
乗

船
券
と
な
り
ま
す
。

※
定
員
計
算
に
必
要
な
た
め
、
年
齢
は
必

　
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
締
切
日

　
平
成
27
年
７
月
22
日
（
水
）
必
着

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
４
９
‐
３
５
０
３

　
串
本
町
串
本
２
１
１
３
‐
３

　
串
本
海
上
保
安
署

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
２
２
６

 

お
知
ら
せ

移
動
県
民
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

　
和
歌
山
県
で
は
、
法
律
問
題
、
交
通
事

串本町の人口と世帯

人口
男性 
女性 
世帯

平成27年5月末現在（前月比）
17,429人（－36）
8,133人（－　9）
9,296人（－27）
8,919世帯（－13）

火災件数（1月からの累計）
建物
林野
その他
合計

3件
0件
1件
4件

救急件数（1月からの累計）
交通
急病
その他
合計

27件
419件
135件
581件

連絡先
串本町役場本庁舎
串本町役場古座分庁舎
くしもと町立病院
串本町教育委員会
文 化 セ ン タ ー
串 本 町 図 書 館
保 健 セ ン タ ー

℡62‐0555
℡ 72‐0081
℡ 62‐7111
℡ 72‐0017
℡ 62‐0006
℡ 62‐4653
℡ 62‐6206

町内放送案内（放送内容が聞けます）
0120‐928‐649（フリーダイヤル）

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

営業時間

定 休 日
場     所

お昼１１：３０～１４：００ 
    
夕方１７：００～１９：３０ 
月曜日（祝日は営業）
国道沿い恋歌屋となり

お持ち帰り・お弁当できます
配達はご相談ください
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故
等
に
つ
い
て
、
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

　

　
平
成
27
年
７
月
15
日
（
水
）

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

（
相
談
時
間
は
１
件
に
つ
き
約
20
分
）

　

　
東
牟
婁
振
興
局

　
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
‐
８

▼
内
容

　
土
地
・
建
物
、
借
地
・
借
家
、
相
続
、

離
婚
、
金
銭
関
係
、
損
害
賠
償
な
ど
の
法

律
問
題
（
弁
護
士
が
無
料
で
相
談
）
お
よ

び
行
政
相
談

▼
事
前
受
付

　
平
成
27
年
７
月
１
日
（
水
）

　
午
前
９
時
か
ら

　
東
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課
へ
電
話
予
約

　
※
先
着
10
名

　
℡
０
７
３
５
‐
２
１
‐
９
６
０
７

調
停
相
談
会
の
開
催

　
串
本
調
停
懇
話
会
で
は
、
民
事
に
関
す

る
調
停
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
調
停
申
立
て
の
方
法
、
調
停
は
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
、
調
停
で
解
決
す

れ
ば
ど
の
よ
う
な
効
力
が
あ
る
の
か
な
ど
、

実
際
に
民
事
調
停
に
携
わ
っ
て
い
る
調
停

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
平
成
27
年
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　
串
本
簡
易
裁
判
所

▼
内
容

　
民
事
（
土
地
建
物
・
金
銭
の
貸
借
・
交

通
事
故
な
ど
）
に
関
す
る
調
停
の
手
続
き

に
つ
い
て

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
簡
易
裁
判
所

　
庶
務
課

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
２
１
２

母
子
生
活
支
援
施
設
「
白
浜

な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
」
の
ご
案
内

　
「
県
立
白
浜
な
ぎ
さ
ホ
ー
ム
」
は
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
お
母
さ
ん
が
生
活
上
の
問
題
を
抱

え
子
ど
も
の
養
育
を
十
分
で
き
な
い
場
合

に
、
母
子
で
一
緒
に
利
用
で
き
る
児
童
福

祉
施
設
で
す
。

　
居
室
を
提
供
す
る
ほ
か
、
支
援
員
が
お

母
さ
ん
の
生
活
相
談
に
応
じ
た
り
お
子
さ

ん
の
学
習
指
導
な
ど
を
行
っ
た
り
、
退
所

後
の
生
活
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
支

援
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
串
本
町
役
場
福
祉
課 

児
童
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
６
２

冠婚葬祭、イベント送迎。団体でのご旅行などにご利用ください

TEL:0735－62－0695　FAX:0735－62－0696

串本タクシー株式会社

小型貸切バス 御好評運航中

【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

 

今
月
の
納
税

▼
納
期
限

　
７
月
31
日
（
金
）

　
○
固
定
資
産
税
（
２
期
）

　
○
国
民
健
康
保
険
税
（
４
期
）

　
○
介
護
保
険
料
（
４
期
）

　
○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
地

　
方
税
法
に
基
づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ

　
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場

　
税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

℡
０
７
３
５
‐
６
２
‐
０
５
８
６

 

相
談

▼
人
権
行
政
相
談

　
①
７
月
２
日
（
木
）

　
　
会
場

　
役
場
４
階
会
議
室

　
②
７
月
16
日
（
木
）

　
　
会
場

　
和
深
公
民
館

▼
行
政
相
談

　
７
月
９
日
（
木
）

　
　
会
場

　
古
座
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
開
催
時
間
は
各
相
談
と
も

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
で
す
。

　
西
牟
婁
振
興
局
健
康
福
祉
部

　
℡
０
７
３
９
‐
２
２
‐
１
２
０
０
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【広告】町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

Information

☆関連イベントとして串本海上保安署に
　ご協力いただき、巡視船体験航海が行
　われます。　詳しくは本紙26ページ

7.25（土）

第
11
回

海水浴まつり
【時　間】10:00～11:30
【場　所】橋杭海水浴場
【内　容】フラダンス披露、あさりひろい、宝探し

8.1（土）
串本節おどり（道中おどり）
【時　間】18:15～19:30
【場　所】ローソン串本店裏～串本漁港

花火大会
【時　間】20:00～21:00
【場　所】串本漁港内突堤先

8.2（日）
ふれあい広場
【時　間】9:00～11:00
【場　所】町立体育館・文化センター駐車場

ビンゴゲーム大会
【時　間】13:30～
【場　所】町立体育館

鮎のつかみ取り
【時　間】11:00～12:00
【場　所】文化センター駐車場

ダンスイベント
【時　間】15:00～17:30
【場　所】文化センター大ホール

7.19（日） バンドライブ
【時　間】13:00～17:00
【場　所】文化センター大ホール


